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●●●編集後記
▶あれほど暑かった夏も過ぎ去り，朝晩は肌寒さも感じるこの頃となりまし
た。暑い期間が長い分，なんだか急に秋から冬に向かっているような感じ
がします。
▶さて，今月号の特集は，粒子線治療がテーマです。ご存じのように，
2018 年 4月に粒子線治療に対する保険適用が拡大され，切除非適応
の骨軟部腫瘍，一部の頭頸部悪性腫瘍のみならず，転移のない前立腺
癌といった「コモン」な悪性腫瘍にも適応疾患が広がったことは，ある意
味驚きでした。今後，粒子線治療を受ける患者数は急速に増加するもの
と期待されます。今月号は，そのような粒子線治療をめぐる，過去，現在そ
して将来の動向と，様々な疾患に対する粒子線治療の治療効果をまとめ
て学ぶことができる，タイムリーな内容となっています。
▶先日京都にて，近畿大学西村恭昌大会長のもと，日本放射線腫瘍学
会第 31回学術大会が開催されました。盛会裏に終わった大会のサブ
テーマは「守破離」でした。「守破離」は，茶道の「規矩作法　守り尽
くして破るとも離るるとても本を忘るな」を引用したものともされているそうで
す。乳癌の放射線治療の実践的テクニックを記載した関口論文は，まさし
く放射線腫瘍医の知るべき，守るべき知識・技術を解説して下さった力作
です。そして，このような知識・技術をベースに，粒子線治療などの様々
な新しい手法を開発し，医師としての本分を忘れることなく，さらに普及，発
展させていくことに，本誌が少しでもお役に立てればと思っています。
� 中村和正
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